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1.は じ め に

1.1。問題の所在

戦前期の中等教員は多様性に富んでいたとされる。例えば、教員の学歴からみると、帝国

大学や高等師範学校卒のエリー ト教員から、高等教育学歴のない 「検定出」と称 された文部

省教員検定試験(以 下、文検)の 合格者に至るまで、実に多彩な教員が存在 していたのであ

る。教員の多様性を示す指標には学歴以外にも、性別、年齢、出身地、給与などがあるが、

これら教員の属性は教員文化を規定する基本的な要因であることはいうまでもない。そして、

教員属性の多様性は開放的な教員文化をもたらす可能性をもつ一方、教師間の葛藤を内包す

るもので もあるだろう。では、戦前の中等学校は具体的にどのような属性をもった教員で構

成され、それはどのように変容 してい くのか。本稿では地方高等女学校の教員履歴書を用い

て、戦前における中等教員の基本的属性(性 別 ・年齢 ・学歴 ・給与)と その変遷を検討 した

い。

近代の中等教員を扱った研究は、ある特定の養成ルー トを経た教員集団を単位とすること

が多か った。例えば、官立学校出身者について、広島高師(片 岡 ・山崎編1990)、 帝大と

高師の比較研究(山 田2002)が ある。また、文検(寺 崎 ・「文検」研究会編1997、2003)

の詳細な研究成果や、私学出身者のキャリア(太 田2006、2007)に ついても論稿がある。

しか し、養成ルー ト出身者たちを教員集団の単位として把握することは、中等教員の全体

像を明 らかにする上で必ず しも十分とはいえない。確かに先行研究では、養成ルー ト出身者

たちの教員集団としての特質を浮き彫 りにしてきた。 しか し、各地に存在 していた中等学校

における教員集団は、単一の学校出身者ばか りで構成されていたわけではない。各学校では

さまざまな来歴をもった教員が構成要素として集団を形成 していたのである。 したがって、

個別の中等学校を単位とする教員集団の特性を明らかにしようとする場合、養成ルー トごと
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の研究では限界があるといわざるをえない。

その点、個別学校の教員履歴書には多様な教員たちの来歴、キャリアが記載 されており、

多元的な教員集団を扱 う上で格好の素材とみることができる(D。本稿で用いる小松高等女学

校の教員履歴書には、学校創立から新制高校に移行するまでの教員の履歴が記載されている。

もちろん多数の中等学校における一事例で しかなく、代表性 という点では、本稿には大きな

問題がある。 しかし、養成機関の卒業生を分析の単位とするような巨視的な視角ではなく、

個別具体的な一つの中等学校 における教員集団を対象とすることによって、戦前の中等教員

社会の新たな側面がみえて くる可能性があるだろう。

1.2.資 料

本稿で用いる資料は、石川県立小松高等女学校の 『明治四拾四年創立以来 退職者履歴書

綴」(以 下、「履歴書綴』)で ある。 これには小松高等女学校創立時か ら、戦後新制高校に移

行するまでに退職した教職員の履歴書が纏められている。履歴書数は173枚 に及んでいるが、

書記、雇員など教職に関わらなかった職員、同窓会立幼稚園の保婦な どのものもあり、それ

らは除外 した。その結果、分析の対象となるのは135名 に絞 られた。その内訳は、男性63

名、女性72名 であり、やや女性教員が多くなっている。各履歴書には主に氏名 ・出生年月

日・本籍地 ・族籍(一 部のみ)・学歴 ・職歴 ・俸給 ・賞罰に関す る事項が記 されている。以

上をデータベース化し、本稿では主に量的に分析した。基本的に2章 以下で作成した表は、

『履歴書綴』のデータに依拠 している。

1.3.小 松高等女学校の概略と教員数 ・生徒数の変遷

分析の前 に、石川県立小松高等女学校の概略を把握 しておきたい。

石川県南部の地方都市である小松に位置 した小松高等女学校 は、明治44年5月 に3年 制

の実科高等女学校 として創立 された。それ以前の石川県の女子中等教育は師範学校を除いて

は、県立高等女学校1校 のみの状態が長 く続いていた。 しかし、家政に関する学科課程を中

心 とした実科高女の設置を法的に認可 した、明治43年 の高等女学校令改正を契機に、明治

44年 から翌年にかけて県下4郡 にそれぞれ郡立実科高等女学校が設置 された。その うちの

一つとして、能美郡立実科高等女学校が開校 したのである。当初は校長を含めて教員は3名

しかいなかった。

その後、大正2年 になると、「実科の総時数三六時の半を裁縫に割 くため、実際普通科は

閑却せ られ裁縫学校たる観ありて生徒は技巧のみに馳せて円満なる常識を欠 く傾 きあ り」

(『北陸新聞』大正2年2月19日)と のことから、裁縫時間の削減、一般教養科 目の増加と

いうカ リキュラムの変更を行 った。それとともに、3年 制から4年 制へと移行 している。そ

れでも、「何分本科の高等女学校 と違ひ学科 目に依 りては教授時数の少き関係上、自然程度

も低 く、卒業後女子高等師範其他の上級学校へ入学するに不利の点あ り」(『北国』大正10

年1月27日)と いう理由から、大正10年 に普通高女へ と昇格 している。 この経緯 に伴 うカ

リキュラムの変遷については、表1の とおりである。さらに、大正12年 には県立移管 とな
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り、石川県立小松高等女学校と改称され、昭和23年 における新制高校移行(現:小 松高等

学校)ま で存続することとなった。

なお、小松高女の教員数と生徒数は、図1、2の ように推移 している。生徒数の増加とと

もに当然教員数 もふえているが、大正12年 ごろから男性教員が女性教員の数を上回るよう

になっている。表1か らも分かるように、実科高女時に突出 して多かった裁縫の授業は女性

教員が担当 していたと思われるが、普通高女への変更に伴い授業数が半減 しており、そのこ

とが影響 しているのか もしれない。

表1:小 松高 等女 学校 にお けるカ リキ ュラ ムの変遷

実科高女期 実科高女期 普通高女期
3年 制4年 制4年 制

明治44(1911)大 正3(1914)大 正10(1921)

修身 466

国語 182422

歴史 ・地理(国 史) 210豆0

数学 61212

理科 及家事(理 科 ・家庭) 81815

裁縫(裁 縫手芸) 5046(44)22

図画 144

唱歌(音 楽) 244

実業 644

体操 9豆212

教育 一(2)1

外国語 一 一8

総時数 [40140120

『小 松 高 等 学 校 百 年 史 通 史 編 資 料 編 』(1999)、p.303、309、324よ り作 成 。

図1小 松高等女学校の教員数の推移 図2小 松高等女学校の生徒数の推移
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2.分 析 結 果

2.1.校 長の履歴

教員の基本的属性を検討する上で、まず歴代校長について確認 しておきたい。山田(2002)

によれば、戦前の中等学校は校長の権限が非常に強 く、単に教員の採用ばかりでなく昇進や

昇給 も決定できたとされる。すなわち、戦前の中等学校長は各学校における教員集団形成の

表2小 松高等女学校歴代校長の履歴

代 性別 本籍 族籍 生年 最終学歴 最終学校
卒業年

中等教員免許 小松高女
赴任年

赴任
時

年齢

採用時
校長
俸給号

校長
在任期間

I

男 石川 士族
元治元年
(1864)

石川県専
門学校

明 治17年

(1884)
漢文

明治44年

(1911)
47 12 15年2か 月

II

男 石川 平民 明治H年
(1878)

東京高師 明治38年
(1905)

教育 ・物理 ・化学
大正15年

(1926)
48 7 1年4か 月

III

男 岡山 不明
明治20年

(1887)
東京高師

明治44年

(1911)

修身 ・教育 ・歴史 ・
地理 ・法制及経済

昭和2年
(1927)

40 7 2年6か 月

IV 男 栃木 平民
明治19年

(i886)
広島高師 大 正2年

(1913)

修身 ・教育 ・歴史 ・
無理 ・法制及経済

昭和5年
(1930)

44 7 4年9か 月

V 男 福井 上族 明治25年

(1892)
東京高師

大 正5年

(1916)
修身 ・教育 ・英語

昭和10年

(1935)
42 8 3年3か 月

VI 男 富山 不明
明治24年

(1891)

富 山師範
(2部)

明治45年

(1912)
地理

昭 和13年

(1938)
47 7 5年10か 月

IIV

男 石川 不明
明治23年

(1890)
広島高師

大 正4年

(1915)

修身 ・教育 ・歴史 ・
地理 ・法制及経済

昭 和19年

(1944)
53 4 3年10か 月

小松高 等女学校 『履歴 書綴」 よ り作成。

表3小 松高等女学校歴代校長の教員歴

代 本籍 教員経験(最 終学歴後) 小松高女後の異動先

1 石川
私立金沢学校(石 川)→ 大谷尋常中(石 川)→ 石川尋常 中→石 川

第三中→鎮西 中(熊 本)→ 小松 高女長
依願退職

II

石川 柏崎 中(新 潟)→ 石川県立高 女→小松高女長 飯田高女長(石 川)

III

岡 山 熊本県立高女→ 千葉師→熊本 第一師→石川師→小松高女長 羽咋中長(石 川)

IV 栃木
高 津尋常小(大 阪)→ 高津尋常小 長(大 阪)→ 広 島師→ 宮津 中

(京都)→ 石 川師→ 小松高女長
金沢大一高女長

V 福井
第二横浜 中(神 奈川)→ 福井 中→大聖寺中(石 川)→ 飯 田高女 長

(石川)→ 小松高女 長
七尾中長(石 川)

大 門尋常高等小(富 山)→ 砺 波中(富 山)→ 砺波高女(富 山)→

VI 富山 氷見高女(富 山)→ 私立金沢中(石 川)→ 私立金沢 中長(石 川) 依願退職
→小松高女長

世羅女学校長(広 島)→ 三原 女子師(広 島)→ 義州公立普通学 校

長(朝 鮮)→ 義 州公立簡 易女子技 芸学校長(朝 鮮)→ 関東庁 中

w 石川 (中国)→ 旅順 中(中 国)→ 京都第三中→石川県立 第二 高女→ 石 依願退職

川女子師→松任高女長(石 川)→ 羽 咋中長(石 川)→ 七尾 高女 長

(石川)→ 小松高女 長(石 川)

小松 高等女学校 『履歴書綴』 より作成。
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重要な規定要因 とみることができ、歴代校長の履歴を確認 してお くことには大きな意味があ

ると思われる。

さて、小松高女では創立当初から新制高校移行までに7人 の校長が存在しており、その履

歴を示 したのが表2で ある。表をみると、校長はすべて男性である。就任時の年齢は40代

～50代 前半で、その平均年齢を算出すると45 .9歳である。初代校長の在任期間が15年2か

月と際立 って長いが、それ以降は1～5年 程度であった。続いて、彼らの学歴をみると初代

(1)は 石川県専門学校卒で、履歴検定によって中等教員免許を得ているω。H、 皿、IV、

V、VII代 は高師出身(東 京高師3名 、広島高師2名)で あり、VI代 は富山師範卒で高等教育

歴がな く、文検によって中等教員免許を得ている。全国的に高等女学校長は明治期から昭和

初期まで一貫 して高師卒業者の比率が高かったという指摘のとお り(山 田2002、p.120)、

小松高女で も7名 中5名 が高師出身である。また、出身県別にみると、石川県が3名(第1、

II、田代)、 同じ北陸の福井(V代)、 富山(VI代)各1名 であり、その他では岡山(皿 代)、

栃木(IV代)が それぞれ1名 であった。総 じて、地元の石川もしくはその近隣県出身者が多

くなっている。

次に、各校長が小松高女に赴任するまでの教員歴とその後の異動先を確認しておこう(表

3)。 いずれの校長 も府県をまたいだ転任を繰 り返したうえで、小松高女の校長に就任して

いる。ただ し注意 して見ると、小松高女校長の前任校はいずれも石川県の中等学校であるこ

とがわかる。1代 のみ前任校が熊本であるが、本籍は石川であって石川県内での中学校教員

経験が豊富である。つま り、他県の中等学校の一般教員から校長になるケースはあまりない

のであ り、石川県の教員が同じ県内の小松高女の校長に昇任 している。小松高女以後の異動

先も退職者を除けばみな石川県内の中等学校長である。すなわち、県内での教育実績があっ

て、県の教育事情にある程度精通 した者が小松高女の校長に就任 していたと考えられる`3)。

2.2.教 員 の年 齢(就 任 時)

さて こ こか ら、 小 松 高 女 に在 職 した 教 員 の全 体 像 に迫 る こ とに しよ う。 な お 、 教 員 の 属性

に つ い て時 期 に よ る変 化 を 確 認 す るた め、135名 の教 員 につ い て小 松 高 女 就 任 年 を 指 標 と し

て4分 割 した。 具 体 的 に は、 採 用 され た年 に沿 って、1:明 治44(1911)～ 大 正8(1glg)

年 、H:大 正9(1920)～ 昭和3(1928)年 、 皿1昭 和4(1929)～ 昭和12(1937)年 、IV二

昭 和13(1938)～ 昭 和21(1946)年 とい うよ うに、9年 ご との 等 間 隔 で カ テ ゴ リー 化 して

い る。 そ の結 果 、 教 員 数 は採 用 時 期1が27名 、Hが28名 、 皿1が38名 、IVが42名 とな った。

まず 、 就 任 時 の教 員 の 年 齢 を 確 認 して お く(表4)。 表 の上 段 か ら全 時 期 に お け る全 体 の

平 均 年 齢 を 確 認 す る と27。4歳 で あ る が、 男 性 が31.1歳 、 女 性 が24.2歳 と両 者 に大 き く開 き

が あ る。 続 い て 、5歳 間 隔 の 区 間 にお け る構 成 人数 を 表 の 下 段 よ りみ る と、 男 性 の 場 合 、25

歳 まで が27.0%、26～30歳 が30.2%と 、 比 較 的 若 い年 代 で 半 数 を超 え て い る。 ま た、31歳

以 上 の 者 が4割 ほ ど い る。 一 方 、 女 性 の場 合 に な る と、25歳 ま で が77.8%と 約8割 が 集 中

して お り、30歳 を 超 え る教 員 は わ ず か しか いな い 。

つ ま り、 男性 教 員 の 場 合 、 一 定 の キ ャ リアを経 て小 松 高 女 へ 就 任 した者 が少 な くな い一 方

一45一



教 育 ・社 会 ・文 化 研 究 紀 要 第12号

表4:小 松高女教員の平均年齢と区間構成人数(就 任時)

採 用 時 期

1皿 皿IV
全 体

男性平均年齢
女性平均年齢

33.629529,633.1

25,222,623,824.3

31.1

24.2

全体平均年齢 26,826,327,028.9 27.4

男

性

～25歳

26～30歳

31～35歳

36～40歳

41歳 ～

485

2773

2217

114

1143

1727.0%

1930.2%

1219.0%

69.5%

614.3%

男計 5152122 63100.0%

女

性

～25歳

26～30歳

31～35歳

36～40歳

17121215

123

322

111

5677.8%

68.3%

79.7%

34.2%

女計 22131720 72100.0%

小松高 等女学 校 『履歴書綴』よ り作成。

で、女性の多くは最終学校卒業後、まもな くこの小松高女に赴任 してきたことが推測 される。

実際、『履歴書綴』か ら小松高女以前の職務経験がない者、すなわち新卒教員を集計すると、

男性は9名(14.3%)で しかないのに対 し、女性は35名(48.6%)と 約半数であった。また、

女性の平均年齢の低 さと25歳 以上の年齢層の少なさは、結婚などに伴 う女性の勤務年数の

短 さが影響 していると考えられよう。同時に、女性教員の場合、男性のように頻繁に学校を

異動 しなかったことも推 しはかれる。

2.3.教 員の学歴

次に、小松高女教員の学歴について確認 しよう。表5は 高等教育歴を男女別に集計 したも

のである。

まず男性教員の場合、全時期を通じて最 も多いのは官公立大学 ・専門学校である(3L7%)。

次に、文検などを経て教員となった高等教育歴のない者たちが続 く(23.8%)。 山田(2002)

が多角的に検討 した帝大(4.8%)、 高師出身者(12.7%)は 小松高女の場合、それぞれ少数

派である。むしろ、私立の大学 ・専門学校を卒業した者たちの方が供給源 として貢献 してい

る(175%)。 一方、女性の場合、女高師出身者が大半を占めている(48.6%)。 ただし、そ

の多 く(15名)は 採用時期1期 に該当している。また、私立専門学校 も供給源として重要

であり(30.6%)、IV期 になると女高師出身者よりも多くの教員が採用 されている(10名)。

このようにみて くると、男性は総 じてさまざまな養成ルー トか ら教員が採用 されているこ

とがわかるだろう。それに対 して、女性は女高師と私立専門学校に偏 っている。そして、全

体 として最 も多かったのは女高師出身教員である。特に彼女たちが多かった理由には、学校

規模が小さいため、教員数が少なく、その結果各教員が多 くの教科を担当する必要に迫られ
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表5:小 松高女の学歴別教員数

採 用 時 期

1皿 皿IV 合 計
高等教育歴

男

性

帝 大

高 師

官公 立大 ・専門

臨教

私立 大 ・専門

な し

3

1421

1685

51

137

3435

34.8%

8董2.7%

2031.7%

695%

ll17.5%

1523.8%

計 5152122 63100.0%

女

性

女高師

官公立専門・臨教
私立専門
高女専攻科

15767

1243

43510

212

3548.6%

1013.9%

2230.6%

56.9%

1計 22131720 72100.0%

小 松高等女学校 「履歴 書綴』 よ り作成。

たことが考えられる。例えば、教員指南書には次のように指摘されている。「(筆者注:高 師

出身者は)免 許状に記載せ らる、学科目の如き、大抵は数科目に及ぶが常であつて、特に女

子高師の如 きは、ず らりと多数の科 目が満載せ られてゐるのは、実に偉観である」(立 仙

1931、p.6)。 とすれば、初期の学校規模が小さかった能美実科高女の時期には、多数の科 目

の免許状を一人の教員が保有 していることの意味は大きかったと思われる(㌔ 実際に、創立

2年 目の明治45年 に女高師出身教員が、はじめて能美郡立実科高等女学校で2名 採用され
マ マ

ている。彼女 らが採用されるその前年度は、「教員僅二四名ニシテ諸学科及事務 ヲ担理セシ

カ故二 自ラ学科二就テ免許状以外ノモノヲ受持ツコト多ク」という状況だったが、「本年二

入 リ新二女子高等師範学校卒業者二名ヲ増聴シタレハニ三ノ学科ノ外ハ有資格者 ヲシテ受持

タシムルコ トヲ得」ることが可能になったのである(『石川県統計書 第二編(教 育)』 大正

元年、p.75)。 その女高師出身教員の免許状を 「履歴書綴」から確認すると、文科卒(明 治

39年)は 、修身 。教育 ・国語 ・漢文 ・地理 ・歴史 ・体操の7科 目をも保有 しており、家事

科卒(明 治40年)で も、家事 ・裁縫 ・手芸の3科 目の免許状をもっていたのである。

女高師出身教員は、特に創立からまもない初期に多 く採用されていた。数多 くの科目を有

資格で教えることができた彼女たちは、複数の科目を1人 が担当せざるを得ない小規模の高

女において、 とくに貴重な教員であったことは間違いないだろう(5)。

2.4.教 員の出身地 一 地域移動一

さらに今度は小松高女教員の出身地をみてみよう。石川県の中都市である小松に赴任 した

教員はどの地域の出身者が多いのだろうか。表6は 本籍地別の小松高女の教員数を集計 した

ものである。

男性の場合、全時期において石川県出身者が約6割 を占めている(63.5%)。 逆に、女性

は36,1%で しかない。男性は地元出身、女性は他府県出身者が多いことになる。
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さて 、 太 田(2007)は 男 性 中等 教 員 の地 域 移 動 に つ い て 学 歴 別 に異 な る こ と を明 らか に し

て い る。 小 松 高 女 で も地 元 出身、 他 府 県 出身 者 が 学 歴 に応 じて違 い が 見 られ る と予 想 で き る

こ とか ら、 改 めて 本 籍 地 に 関 して 学 歴 別 に集 計 した(表7)。

該 当 人 数 が 少 な い た め、 一 般 化 す る こ とは困 難 で あ るが 、 次 の こ とを 指 摘 して お きた い。

男 性 の 場 合 、 石 川 県 出身 者 、 す な わ ち、地 元 出身 教 員 は 帝 大 卒(33.3%)、 高 師卒(50.0%)

とい った エ リー ト教 員 ほ ど、 その率 は 高 くな い。 私 立 大 ・専 門 卒 の ほ うが 地 元 へ の 回 帰 傾 向

が 強 く(63.6%)、 私 学 出身 者 の キ ャ リア に 関 す る先 行 研 究(太 田2007)に も合 致 した 結

果 に な って い る。 さ ら に、 最 も学 歴 の低 い高 等 教育 を経 て い な い教 員 の地 元 出 身 率 が 、 い ち

ば ん 高 くな って い る こ とが わ か る(733%)。 同 窓 校 長 、 同 窓 教 員 の 全 国 的 な ネ ッ トワー ク

表6:小 松高女の本籍地別教員数

採 用 時 期

1皿 皿IV 合 計
　

男

性

石川県
他北陸3県
他府県

2101216

2132

1464

4063.5%

812.7%

1523.8%

計 5152122 63100.0%

女

性

石川県
他北陸3県

他府県

9269

4543

9678

一
2636.1%

1622.2%

304L7%

計 22131720 72100.0%
一

注1『他 北陸3県 』は新潟 ・富 山 ・福井。

小松 高等女学校 「履歴書綴』 よ り作成。

表7小 松高女教員の学歴別本籍地

本 籍 地
ム
口 計

高等教育歴 石川県(%) 他北陸3県 他道府県

帝大 133.3% 11 3

高師 450.0% 22 8

男 官公立大 ・専門

臨教

1365.0%

4667%

16

02

20

6

性 私立大 ・専 門 763.6% 13 ll

な し ll73.3% 31 15

計 4063.5% 815 63

女高師 1028.6% 817 35

女 官公立専 門 ・臨教

私立 専門

220.0%

1254.5%

35

55

10

22

性 高女専攻科 240.0% 03 5

計 2636」% 1630 72

総 計 6648.9% 2445 135

注:「 他 北 陸3県 』 は新 潟 ・富 山 ・福 井 。

小松高等女学校 『履歴書綴』よ り作 成。
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(学閥)な どが希少な私学出身者、 さらに、それに加えて卒業学校を通 じた社会関係資本を

持ちえない文検出身者などは、他府県では就職のコネクションがないため、地元での就職率

が高 くなるのではと推測 される。すなわち、学歴資本とそれにともなう社会関係資本が、教

員の地域移動に影響を与えていると考えられる。

そして、女性教員においても、女高師卒の地元出身者の割合が低 く(28.6%)、 私立専門

卒が高 くなる結果を示 している(545%)。 では、この両者はどのような経緯で小松高女に

赴任 したのだろうか。 こうした女性中等教員のキャリアに関する研究は少ないが、小松高女

における女高師出身 と私立専門学校出身の教員について、その赴任状況に関する記述を確認

しよう。

ある女高師卒教員について、小松高女の卒業生は次のように述べている。

「卒業 してから七年 ほど後に、N先 生を神戸におたずねしたことがありましたが、その

時先生は 『私が奈良の女高師を卒業して小松高女に赴任する時、小松 ってどんなところ

かしらと先生におききしたら、石川県第二の都市だといわれて来たのよ。』とおっしゃっ

たが、 さぞが っか りされたことだろうと、気の毒に思 ったことがあ りました」[兵 庫出

身 ・奈良女高師卒 ・大正10年 就任](石 川県立小松高等学校六十周年記念事業委員会編

1959、p.254)o

広島高師出身者は奉職義務に伴い最初の勤務校は文部省が決定 し、勤務地は出身地などが

ほとんど考慮されていなかったとされる(片 岡 ・山崎編1990)。 奈良女高師卒業生の赴任

先について も、柔軟な対応がなされてある程度は学生の事情が考慮されるとのことではある

が、選択の余地がないのがやはり制度上の原則であった(奈 良女子大学百年史編纂専門委員

会2003)〔`〉。このN先 生にとって小松は縁 もゆかりのない土地であったことから、やはり

自ら進んで希望 した学校とは考えにくい。

一方、女子私立専門学校卒の教員は、赴任時の状況を次のように記 している。

「始 め 自分 は東 都 の 母 校 に奉 職 して、 な ほ研 究す る 目的 で あ りま した が 、 父 の 病 気 を 見

舞 ふ た め に、 一 寸帰 国 します と、 旧 師 よ り能 美 の 実 科 に 奉 職 して は との お話 に 両 親 の意

思 が 一 変 しま して 、 止 む な く此 に至 つ た の で あ りま す か ら、 此 日の 帰 りほ ど失 望 と不 平

と に満 ちた こ と はあ りませ ん で した」[石 川 出身 ・共 立 女 子 職 業 学 校卒 ・明治44年 就 任]

(『校 友 会 々報 』 第6・7合 併 号、1921年 、pp.57-58)。

彼女の場合、地元の恩師による斡旋とそれに伴 う両親の意向により、小松高女(当 時は能

美実科高女)に やむな く勤務することとなったのであるが、少な くとも出身学校が強制的に

赴任地を決定 したわけではない。彼女のように地元の縁故や、あるいは自らの就職活動によ

り、ある程度勤務地を選択す ることが可能であったと推測される。そ して、その結果が女子

の私立専門学校卒における地元就職率の高さとなってあ らわれたとも考え られる。こうした
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奉職義務に伴 う初任校の指定の有無も、男性 も含めて教員の地元就職率に影響 しているとい

えよう。

2.5.教 員の給与(就 任時)

最後に、教員の給与が性別 ・年齢 ・学歴によってどのような違いがみられるかについて検

証 しよう。戦前 における公立中等教員の給与の法的根拠 となるのは、公立学校職員俸給令

(明治36年)で ある。これには職位や官吏の種別ごとに等級表が掲載 されてお り、等級 に応

じた年俸、もしくは月俸が定められている。そ して、『履歴書綴」には各教員の等級(1～13

級)が 記載されており、これによりその教員の給与を特定することができる。ただし、全教

員の給与額自体を比較する場合に大きな問題がある。それは、当然ながら時代ごとに物価水

準が異なるため、例えば明治期と昭和期の教員の給与額をそのまま評価基準として比較でき

ない点であるω。よって、本稿では給与金額の根拠となる等級それ自体を指標 として用いて

みたい(8>。また、教員のほとんどは月給制の判任官待遇の教諭であり、年俸制が適用 される

地位の高い奏任官待遇の教諭は、小松高女では1名 しかいなかっだ9)。 したがって、教諭で

判任官待遇の等級を基準に検討を行うこととしたい。

表8は 小松高女教員の就任時における等級を集計 したものである。ただし、すべての教師

の等級が履歴書に明記されているわけではないので、これまでの合計数 と一致 しない。 また、

俸給体系の異なる校長はここでは除いてある。

さて、教員数が必ず しも多 くないため、やはり一般化には慎重になる必要があるが、どう

やら俸給は学歴との関連が高いことが見てとれる。男性の場合、帝大出身者の等級はそれほ

どではないが、高師や官公立大 ・専門学校出身者に比べ ると、高等教育歴のない教員は等級

が低 くとどまる傾向にある。女性についても、女高師出身者 に比べると私立専門学校卒業者

の等級は低い。 これまで山田(2002)な どが論じてきた男性教員のみでなく、女教員につい

ても学歴による給与格差が明確に存在するように思われる。ただ し、全体的に女教員は男性

に比べて等級は抑えられている。また、総 じて年齢 との関連 もあるように思われる。

ただし例外も存在 している。高等教育歴がないにもかかわらず、30代 前半で2等 級を得

ている男性教員が2名 いる。これはどういった教員なのだろうか。そのうちの1名(S教 諭 ・

石川県出身)に ついての略歴をみてみよう。

Sは 「明治40(1907)年 に15歳 で小学校を卒業し、試験検定によって小学校准教員の資

格を取得 し、松任小学校でまず教鞭をとった。浜小学校在職中の大正9年 には、(中 略)多

大な功績を挙げたので根上村長から書架を授与されるなど、 いわゆる熱血教師として児童教

育 に尽力した」(「小松高等学校百年史』編集委員会編1999b、p.375)。 その後、大正10年

に博物科(動 物)の 文検に合格して、石川県内の中等学校に就職 し、中等教員としてのキャ

リアをスター トする。県内を転任する中で、大正12年 博物科(生 理及衛生)の 文検にも合

格する(「履歴書綴』)。そして、昭和2年 には小松高等女学校に2等 級(当 分月俸132円)

で教諭として赴任したが、「小松高女では、昭和5年 に 『生物学及地理学ヨリ見タル今江潟

並二木場潟ノ研究』を著 し県知事より表彰されるなど、非常に熱心に研究に取り組むととも
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に、校友会総務部主任 として生徒総務委員を新たに設け、『自由の光」の発刊を行うなどし

て生徒の自治的活動の育成にも力を注いだ」(「小松高等学校百年史」編集委員会編1999b、

p.375)。 さらに、「公民教育の指定校 となった小松高女は、昭和6年 度に 『女学校における

表8小 松高女教員の就任時俸給(就 任時)

等級(伴 任官待遇)
奏 計

高等教育歴 年齢 1 2 3 45 67 89 10 ll 12 13

帝大
～25歳

26～30歳

l

l

1

1

高師
26～30歳

31～35歳 1

1 1 2

1

～25歳 22 2 6

官公立大 ・専門
26～30歳

31～35歳

2 12

1

11

1

7

2

36～40歳 正 1

男 ～25歳 1 1 2

臨教 26～30歳 2 1 3

36～40歳 1 1

性 ～25歳 2 ll

「

4

私立大 ・専門 31～35歳 3 3

36～40歳 1 1

～25歳 1 1 2

26～30歳 1 ll 1 4

な し 31～35歳 2 11 4

36～40歳 1 1

41歳 ～ 1 1

計 1 2 2 2 51012 84 1 47

～25歳 15 1210 28

女高師
26～30歳

31～35歳

1 1

2

2

2

36～40歳 1 1

～25歳 12 1 4

女 官 公立専門 ・臨教
26～30歳

31～35歳 1

ll 2

1

36～40歳 1 1

～25歳 28 4 1 15
性 私立専門 26～30歳 1 1 2

31～35歳 1 1

～25歳 3 3

高女専攻科 31～35歳 1 1

36～40歳 1 1

計 37 2223 7 2 64

注 :「奏」 は奏任官待遇 の教員。

小松高等女学校 『履歴書綴』よ り作 成 。
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公民教育』というテーマで共同研究を行 ったが、その中心となったのはSで あろう。Sは 昭

和8年(1933)に 県下で最初に公民科の免許を取得するなど、意欲的に公民科の教育に取 り

組んだ」(同 上)。 その後、昭和13年 に同じ石川県の大聖寺高等女学校長へ と栄転 している

(『履歴書綴」)。

すなわち、Sは 高等教育どころか、実は正式な中等学校 も卒業 していない。試験によって

小学校と中等学校の教員免許を取得した独学の人である。さらに、その略歴から公民教育の

推進に力を注いだ高い実践力をもった教員であることが分か り、小松高女の後には校長へ と

昇進 している。つまり、俸給は学歴のみならず、能力によっても規定 される余地があったと

いえそうである。ただし、こうした例外が存在するのは男性のみである。女性については、

年齢層が20代 ばかりということもあるが、給与のバラツキも男性 と比べると大き くな く、

比較的教員間の給与格差が小さいようであるqDl。

3.お わ りに

3.1.総 括

本稿は、小松高女の教員履歴書から、勤務 した教員の基本的属性(性 別 ・年齢 ・学歴 ・給

与)と その変遷を検討 してきた。まとめると次のようになる。

校長について、小松高女では7名 存在していたが、そのうち5名 が高師出身者であり、そ

の比率の高さは全国的な状況と同じくしていた。また校長の出身地の多 くは地元の石川、 も

しくは近隣県などで占められていた。また、校長の前任校は県内の中等学校であることがほ

とんどであり、県内学校での教育実績があってその教育事情にある程度精通 している者が校

長に就任 していたと推測された。

就任時の教員の年齢については、全般的に男性の平均が高 く、また比較的まんべんな く各

年代の教員が採用されていた。一方、女性の場合はその大部分が25歳 以下で採用 されてお

り、女性は結婚などにて早期に退職する者が多 く、比較的学校間の異動が少ないという背後

要因が考えられた。

教員の学歴で多かったのは、男性の場合、官公立大学 ・専門学校出身者、文検出身者など

であり、帝大、高師出身者などのエリー ト教員たちは少数派であった。女性については、約

半数が女高師出身者であり、また私立専門学校も供給源 として一定の役割を果た していた。

さらに、免許状を数多 く保有 した女高師出身者は、実科高女などの規模の小 さな高女におい

て、複数の教科を担当できる非常に貴重な教員であったと考え られた。

教員の出身地 については、男性は全時期とも石川県出身者が大半を占めているものの、女

性は他府県からの赴任者が多かった。また男女ともに、学歴が低いほど地元出身者の比率が

高 くなるという傾向がみ られた。 この背景には学歴資本やそれにともなう学閥などの社会関

係資本、奉職義務にともなう赴任先の指定の有無が影響 していると考えられた。

最後 に教員の給与であるが、男女 ともに学歴が高いほど等級が高 くなる、すなわち給与が

一52一



太 田:地 方高等女学校における教員の基本的属性 とその変遷
一石川県立小松 高等女学校の事 例一

多 くなることが把握できた。 しかしながら、学歴のない者で も、教育実績を積み重ねること

で、高給を得て後に校長に就任する道が開かれていたことも確認できた。ただし、女性の場

合はそうした例外が存在せず、また男性に比べて給与額が全体的に抑えられていたことがみ

てとれた。

3.2.課 題

本稿は教員履歴書を用いて、一つの具体的な学校における中等教員の基本的属性を主に量

的に分析 した。教員履歴書を用いた中等教員史研究としては門脇(2004)が 先駆であるもの

の、一つの中等学校の教員集団を単位として量的に扱うことで有効な視座を提示できたので

はと考えている。

しか し、本稿にはいくつかの課題 もある。まず、やはり小松高女という一地方高女の教員

集団の結果にすぎない可能性である。また、そのことと関連 して、創立か らの戦前期全般の

教員を扱 うことができたものの、その人数が少なかったことである。こうした代表性の問題

を踏まえると、今後の展開としては、一つの学校にとどまらずに、数多 くの教員履歴書を用

いた分析を考えるべきだろう。 さらに、それまでの勤務校か ら移動パターンを析出した り、

あるいは勤務年数などをデータ化 して、給与を従属変数とする多変量解析を行 うなど、他の

履歴書情報を生か し有効なデータの加工方法と分析方法を研究すれば、一層興味深い結果を

導 くことができるだろう。加えて、教員構成のありようが、その具体的な中等学校にどのよ

うな教員文化をもた らすかといった、その関連についても本稿では検証するには至 らなかっ

た。さらなる資料の収集 と方法論の検討などにより、新たな知見をもたらすことをめざした

い。

〈注 〉

(1)こ うした教員履歴書を用いたものに門脇(2004)の 研究がある。給与を軸にした生活史

という視角を採用 しており、本稿のように教員の基本的属性を明らかにするものとは種を

異に している。

② 初代校長の出身校である石川県専門学校は、明治9年 に金沢市に設立された啓明学校の

後を うけた公立の専門学校である。啓明学校時には、教育目的の第一に中学教員の養成が

おかれていた(石 川県教育史編さん委員会編1974、p.161)。 また、当時 「医学校をのぞ

けばほとんどみるべきもののなかった公立の高等教育機関のなかで、異色の存在であった」

(天野1989、p.105)石 川県専門学校は、後に第四高等中学校に吸収されることとなる。

(3)他 にも例えば、激動 ・昭和の石川人物誌編集委員会編(1981)で 紹介されている戦前の

石川県立中等学校長経験者4名 のうち3名 は、最初に校長に就任 した際の前任校がやはり

石川県内中等学校であった。

(4)図2か らもおおよそ分かるが、生徒数は創立年の明治44年 度で60名 、大正元年度102
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名、大正2年 度150名 で しかない。一方、石川県で最古の高等女学校である県立第一高等

女学校の生徒数は同 じ明治44年 度に552名 、大正元年度546名 、大正2年 度552名 であ

る(「石川県統計書 第二編(教 育)』 各年)。

(5)そ の後、大正3年 の報告では 「本年度二於テ奈良女子高等師範学校数、物、化学部卒業

園芸専修ノ者一名ヲ増聰シタレハ主要学科ハ悉ク有資格者 ヲ得」(『石川県統計書 第二編

(教育)」 大正3年 、p.83)と あり、この年にほぼ主要教科を有資格教員でカバーできるよ

うになったとされる。

⑥ 東京女高師卒業生についても、「任地については、一応の希望を聴取 されたが、東京出

身者が広島県に回されるなど希望通 りにならなかった者の方が多 く、全国各地から、樺太、

大連、満州、台湾にまで及んでいる」(地域社会研究所編1975、pp.16-17)。 その女高師

卒業生の赴任先決定におけるメカニズムの詳細は不明であるが、ある奈良女高師の卒業生

(昭和16年 ・文科卒)は 次のように指摘している。「赴任先は文部省か ら、卒業の時分に

あわせて、学校に言ってくるらしいんです。それで担任の先生がそれを割り振りしたんじゃ

ないかと思います」(奈良女子大学百年史編纂専門委員会2003、p.165)。

(7)事 実、明治36年 の公立学校職員俸給令は大正9年 と昭和6年 の改正時に、それぞれ等

級に対応する俸給額が変動 している。例えば、小松高女の男子教員で最 も多かった教諭で

判任官待遇7等 級の場合、その月俸は明治36年 の基準で45円 、大正9年 で90円 、昭和

6年 で85円 となる。また、不況下にあった昭和初期の石川県において、中等教員、校長

の平均俸給額は減少 しており(石 川県教育史編さん委員会編1975、pp.709-710)、 こう

した給与額は当然ながら経済界の好不況の影響を受けやすい。

(8)た だし、r履 歴書綴」には例えば、「十級俸給与但当分月俸弐拾参円給与」 というように

但書があり、該当等級の給与額より若干抑えられている者 もかな り多い。その場合、本稿

では但書がないものとして、記載されている等級をそのまま利用することにした。 こうし

た 「当分俸」については次の指摘がある。「すべて辞令面には何十円と金額を書 くことな

く、『何級俸給与』 といふ風に級俸を書 くことになつてゐる。併 し実際は悉 くが此の等級

其のま ＼ではな く、時に当分俸 といふ ものがあつて、例へば 『六級俸給与但当分月俸九拾

五円給与』 といふような辞令を出す。併 し此の等分俸 といふものは決 して珍 らしいもので

はなく、 どの学校でも一人も此の辞令のないといふ学校は少なか らふ。つまり増俸の際一

級俸全額を思ひ切つて増さずに、或は五円増すといふやうなことを した り、叉は初任の場

合でも、いろいろの関係から何十何円といふ端数をつけて発令 した りするが為めに、 自然

かういふことが行はれるのである」(立仙1931、p.146)。

(9)ま た公立学校職員俸給令には、「教諭」 と 「助教諭」で等級 と給与額の対応表が別に設

けられており、同じ等級でも給与額が異なる。小松高女では1名 のみ男性の助教諭がおり、

その俸給額 と対応する 「教諭」の等級に置き換えて集計 した。

(10)な お、明治、大正期を通 じて、石川県の教員給与は他県と比べて低水準にあったと指摘

されている(石 川県教育史編さん委員会編1975、pp.279-280)。
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